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研究成果の概要 

タンパク質のカルボキシル化(Gla 化)修飾は、唯一の修飾酵素として知られるビタミン K(VK)依存性

γ-カルボキシラーゼ GGCX によって触媒される珍しい翻訳後修飾である。これまで、GGCX によるタン

パク質 Gla 化の機能的基質は主に血液凝固や骨形成といった限られたコンテクストにおいて機能する

約 20 個の細胞外因子のみであり、Gla 化が他の生命現象にどの程度関わっているのかはほとんど分か

っていなかった。申請者は GGCXによる初の細胞内カルボキシル化のターゲットとなる IPS-1とその機

能制御を見出したことから、他にも細胞内 Gla化タンパク質が存在し機能制御を受ける可能性を考え、

検証を行った。その結果、新たな細胞内カルボキシル化タンパク質候補が得られた。更に、GGCX によ

る細胞内タンパク質修飾機構の解明と、修飾によるタンパク質の機能切り替え機構の解明にも取り組

み、それぞれ進展が得られた。 
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